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十
九
世
紀

に
入
つ
て
、
濁
逸

に
於

て
は
、
國
民
経
濟

的
理
論

は
多
数

の
現
實

の
現
象
を
説
明
し
得

な

い
と
言

ふ
事

の
認
識
が

、
周
知

の
如
く

、
汎
ゆ

る
理
論
的
研
究

の
完
全
な

る
断

念
に
導

ひ
π
。
人

々
は
、
理
論
的

認
識

一
般

の
可

能

性
を
否
定
し
、
國
民
経
濟

的
問
題

の
観
念

論
的

、.凶会
。
σq
轟
℃
三
。。。ぽ
=
.、
観
察
方
怯

に
向

つ
π
。
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又

、
英

米
に
於

て
は

、
人

々
は
、
古

典
派
経
濟
學

者

の
理
論
は

一
の
補
充
を
要

し
、
斯
く
す

る
事

に
よ

つ
て
其

の

結
果
は
現
實

に
封
し
て
姿
當

性
を
要

求
し
得

る
、
と
知
解

し
π
。
だ
が

、
濁

逸

に
於
け

る
程
急
進

的
で

は
な
か

つ
尤
。

人

々
は
全
理
論
を
拠
棄

し
な

か

つ
π
、
そ
し
て
唯
何
等

か

の
補
充
を
目
論
ま
ん
と
試

み
る
事

に
甘
じ

て
居
た
。
そ

の

目
的

は
、
濁
逸

に
於
け

る
と
同
標

に
、
現
實

へ
の
接
近

に
あ

つ
π
①
。

人

々
は
考

へ
π
、
物

理
學

に
於

け
る

『
静
態
』

は
、
経
濟
學

に
於

け
る

『
卒
衡
』
慣
格

、

『
正
常
』
債
格

、

『
自

然
』
慣
格
と
比
較

せ

ら
れ
得

る
で
あ
ら
う
、
と
。
物
理
學

の
艀
態
が
そ

の
劉
象
を
艀
的
状
態

に
於

て
観
察
す

る
と
同

・
標

に
、
古
典
派

の
縄
濟
學

者
は
そ

の
観
察

に
際
し

て
慣
格

の
形
成
及

び
そ

の
他

の
経
濟

的
現
象

に
墾
加
す

る
要
素

が

其

の
観
察
期
間

の
間
凝
化

し
な

い
と
言
ふ
假
定
を
作
り
出

し
尤
。

而
し

て
、
彼
等

は

『
経
濟

學

の
静
態
』

を
研
究

し

た
。

ク
ラ

ー
ク
の
言
を
借

う

る
と
、

「
古
典
派
経
濟

學
者

が
慣
値

、
賃
銀
、
及

び
利
子

の
標
準

に
關
連
し
て
用

ひ
て

ヘ

ヘ

ヘ

ヵ

ヘ

へ

居

る
所

の
自
然

的
と
言

ふ
言
葉
は
、
無
意
識
的

に
、
静
態

的
と

言
ふ
言
葉

に
等
し

い
も

の

と

し

て
用

ひ
ら
れ

て
居

π
②
」

の
で
あ

る
。

物
理
學

に

『
静
態
』

の
外

に

『
動
態
』
が
あ

る
様

に
、
人

々
は

『
縄
濟
静
態
』

の
外

に

『
経
濟
動
態
』

を
作
成

し

π
。

・.

ト

元
來

、
縄
濟
静
態
及

び
縄
濟

動
態

な
る
概
念
は
、
経
濟
學

が
直
接

に
物

理
學

か
ら
と

つ
て
來

π
も

の
で
は
な
く

、



肚
會
學

か
ら
と

つ
て
來

π
も
の
で
あ

る
。

詳
し
く
言

ふ
と

、
此

の
概
念

を
最
初

に
肚
會
的
現
象

に
關
聯

し
て
使
用

し

だ

の
は
オ
ゥ
ギ

ユ
ス
ト

・
コ
ム
ト
で
あ

つ
π
。
彼

に
あ

つ
て
は
、
静
態
と
動
態

と
は
分
離

せ

る
二
個

の
學
問
で
あ

つ

て
、

『
阯
會
的
艀
態
』
と

言

ふ
言
葉

は
肚
會

秩
序

に
樹
す

ろ
名
稽

と
し

て
、
又

『
肚
會
的
動
態
』
と

言
ふ
言
葉
は
進

歩

に
劃

す
る
名
稻

と
し
て
、
輩

に
修
辮
的

に
使
用

せ
ら

れ
て
居
π
に
過
ぎ
な
か

つ
だ
。

ス
ペ
ン
サ

ー
は
、
も

つ
と
科
學
的

に
、
精
密
な
る
物
理
學
的
概
念
を

把
握

し
て
居
π
。
彼

に
あ

つ
て
は
、
卒
衡

に

於

け

る
肚
會
的
勢

力

の
説
明
が
肚
會
的
静

態
な

の
で
あ

つ
泥
③
。

肚
會
學

に
於

け
る
斯
か

る
匠
別
が

、
何

の
黙
寮
で
可
能
で
あ
う
、
有
効
で
あ

る
か
と

言
ふ
事

は
、
此
虎
で
は
研
究

し
む

い
。
叉

、
此

の
概
念
が
何

の
程
度
懐
で
肚
會
學

の
中

に
於

て
機
展

せ
ら
れ
カ
か
と
言

ふ
事

も
研
究
し
な

い
。
此

庭

で
は
唯
、
経
濟
學

が
此

の
概

念
を
創
う
出
し
た
源
泉
が
何
庭

に
在
る
か
と
言

ふ
事

を
明
か

に
す
れ
ば
足
る
。

静
態

及
動
態
な

る
表
現
は
、

コ
ム
ト
の
友
人

ジ

ョ
ン

・
ス
チ

ユ
ア

ー
ト

・
ミ
ル
に
よ

つ
て
始

め
て
、
若
き
肚

會
學

か
ら
経
濟
學

の
中

に
導
き

入
れ
ら
れ
カ
。
斯
く

て
、
吾

々
の
観
察

は
経
濟
學

に
於
け

る
静
態
概
念

の
磯
展

の
跡
付
を

な
す
可
き
順
序

に
あ

る
の
で
あ

る
が
、
そ

の
前
楷
と

し
て
経
濟
學
登
生
當
初

に
ま
で
遡

つ
て
そ

の
研
究
方

法

の
特
質

を
略

々
明
か

に
す

る
事

か
ら
始

め
な

け
れ
ば

な
ら

澱
。

」円

銅

ω冨
=
3

ω
鼠
二
『
鐸巳

U
冤欝
日
貯
ぎ
9
円
臼
8
「窪
『
。ず曾

乞
巴
oロ巴
o、ぎ
ロo巳
や
ψり
H●

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
と
ナ
ツ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
静
態
論

一
二
五



商

學

討

究

第

三

巻

(
上

)

②

一
'
剴
・
臼

碧
ぎ

日
ぎ

d
一ψ三

ご
鐸
一δ
β

o
剛
乏

留
三

】℃
。。
・
<
h
・

③

9

注

ぽ
σq
9

目

6

℃
ユ
5
9
℃
げ
頓
o
h
ω
o
。
ざ
ざ
αq
す

7

9

=

一六

第

鰯
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静
態
的
観
案
法
の
略
史

吾

々
は
、
重
商
主
義
の
中
に
、
貨
幣
量
と
商
品
量
と

の
交
換
に
關
し
て
、
商
業
國
の
間
に
、
國
家
権
力
の
作
用
に

よ

つ
て
必
然
的
に
作
う
出
き
れ
る
静
的
均
衡
状
態
が
あ
る
と
言
ふ
考
方

の
在
る
の
を
、
見
出
す
。
斯
か
る
根
本
観
念

か
ら
、
重
商
主
義
の
貿
易
差
額
理
論
が
登
展
さ
せ
ら
れ
虎
。
又
、

田
國
の
財
貨

の
全
量
の
慣
値
と
流
通
せ
る
地
金
貨

幣

の
量
と

の
必
然
的
李
衡
状
態

の
上
に
、
彼

の
有
名
な
る
貨
幣
歎
量
説
が
建
て
ら
れ
π
。
然
し
、
重
商
主
義
は
、
科

學
的
と
言
ふ
よ
う
は
寧
ろ
實
践
的
な
る
方
向
を
と

つ
て
居
π
の
で
、
其
の
理
論
は
輩
に
個

々
の
學
説
の
萌
芽
を
含
ん

で
居
だ
に
過
ぎ
な
か
つ
尤
ω
つ

而
し
て
、
近
く
十
入
世
紀
に
至
る
ま
で
、
貿
易
差
額
な
る
観
念
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

政
治
的
導
衡
な
る
姉
妹
観
念
と
密
接
な
る
關
聯
を
保

つ
て
居
π
②
。

斯
く
の
如
く
、
重
商
主
義
に
於
て
は
、
李
衡

を

維
持
す
る
π
め
の
要
素
と
し
て

『
國
家
権
力
』
が

あ

つ
π

の
で
あ

る
が
、
重
農
主
義
及
び
そ
の
後

の
個
人
主
義
的

経
濟
學

に
於

て
は
、
そ
の
國
家
罐
力
が
個
人

の
自
由
並
び
に
財
産

の
保
護

の
下
に
其

の
影
を

ひ
そ
め
、
そ
の
代
り
に



『
自
然
的
秩
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現
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。
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自
然
哲
學

を
出
登
黙
と
す

る
重
農
主
義

の
思
想
内
容

を

一
個

の
燈
系

に
ま

で

作

b

上

げ

π

の

は
、

ケ
ネ

ー
で
あ

る
。
彼

は
、

『
縄
濟
表
』

に
於

て
、
純

生
産

物
が
肚
會

の
全
階
級

の
間

に
規
則
的

に
分
配

せ
ら
れ
る
形
像
を
描
き

、

若
し
も
全
階
級

の
養
育

の
尤
め
に
必
要

な
る
純
生
産

物
が
年

々
歳

々
繰
う
返

し

て
産
出

せ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
経
濟
的

循
環
は
規
則
的
で
あ

う
、
從

つ
て
年
衡
状
態

が
成

立
す

る
、
と
説
く
。
即
ち
、

ケ
ネ

ー
は
直
接

に
経
濟
的
循
環
と

言

ふ
大
な

る
事
實
を
掴
ん
だ

。

「
循
環
を
記
述
す

る
事

は
、
乍
然

、
事
實
上

(一℃
ω。
融
。8
)
静
態

的
経
濟
を
記
述
す

る

ー

即
ち

、
如
何

に
し

て
、
常

に

一
定

せ
る
生
産

力
が
、
そ

の
常
道

を
、
そ

の
規
定
に
從

つ
て
、
進

行
す
る

か
と
言

ふ
事
を
記
述
す
る
事
で
あ
る
ω
。
」

重
農
學
派
の
李
衡
論
の
根
本
思
想
は
、
個
人
的
螢
利
衡
動
及
び
自
由
競
争

の
下
に
於

て
作
う
出
さ
れ
る

『
自
然
的

準
衡
』
で
あ
る
。
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斯

か
る
考

へ
方
を
以

て
、
古

い
貿
易
差
額

理
論
及
び
貨

幣
歎

量
説

は
、
重
農
主
義
的

、
個

人
主
義
的
思
想
家

タ
ツ

カ

ー
及

び
デ
ヰ

ヴ
イ

ド

・
ヒ

ユ
ー
ム
の
手
に
よ

つ
て
、
興

味
あ

る
愛

更
が
加

へ
ら
れ
尤
②
。
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ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
は
、
汎
ゆ
る
材
料
を
蒐
集
し
、
整
理
し
、
結
合
し
π
け
れ
ど
も
、
嚴
格
な
る
分
析
を
な
す
人
で

は
な
か

つ
π
。
然
し
、
彼

の
思
索
系
行
が
確
定
せ
る
構
造
を
示
す
所
で
は
到
る
庭

に
於
て
、
彼

の
観
察
方
法
は
静
態

的
で
あ

つ
π
。

「
彼

の
謂
ふ
所
の
自
然
憤
値
及
び
自
然
債
格
は
、
艀
態
慣
値
及
び
静
態
債
格
で
あ
る
ω
。
」
從

て
、
ス

ミ
ス
の
思
想
を
研
究
す
る
と
、
そ

の
縄
濟
學
的
眞
理
は
斯
か
る
静
態
的
性
質
を
帯
び
て
居
る
事
が
わ
か
る
。
彼
は
先

づ
第

一
に
分
業
と
言
ふ
肚
會
的
事
實
を
論
ず
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
に
績
く
交
換
理
論
並
び
に
そ

の
交
換
理
論

の
上
に

建

て
ら
れ
泥
理
論
に
封
し
て
礎
石
を
與

へ
ん
が
π
め
で
あ

る
。
而
し
て
、
最
後
に
、
純
理
論
か
ら
脱
出
し
て
、
第
三

編
に
於
て
他
の
劉
象
を
取
扱

つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
艀
態
的
観
察
方
法
は
、
縄
濟
學

の
成
立
と
共
に
古

い
も
の
で
あ
り
、
重
農
學
派
及
び
古
典
學
派
以



來

そ

の
記
述
は
主
と

し
て
静
態

的
法
則

に
在

つ
π
。

然

し
乍
ら
、
理
論

の
核
心
が
経
濟
静
態

に
在

る
と
言

ふ
事

は
、

ス
ミ
メ
以
後

の
學

者

に
於

て
術
ほ

一
層
鮮
明

に
な

つ
た
。
殊

に
リ
カ
ア
ド
に
於

て
さ
う
で
あ

る
。

リ
カ
ァ
ド
の
業
績
は
、
理
論

の
抽
象
的
精
確

さ

の
中

に
在
る
。
彼

に
よ
る
と
、
唯
競
孚

の
準
衡
状
態

に
於

て
の
み
、

財
貨

の
中

に
含
懐

れ
て
居
る
勢
働

の
分
量

が
そ

の
交
換
慣
値

を
決
定
す

る
の
で
あ

る
。
斯

か
る
平
衡
歌
態

の
観
察

の

上

に
、
リ

カ
ア
ド
の
観
察
方

法
の
全
髄

が
据

え
ら

れ
て
居
る
。
此

の
準
衡
状
態

は
完

冒
與
件

の
漫

動

に
よ

つ
て
の
み

妨
げ
ら
れ
、
π

里
與
件

の
愛
動

の
み
が

『
進
歩
』

と
言

ふ
概
念

の
下
に
観
察

せ
ら
れ
る
②
。

リ
カ
ア
ド
は
、
現
實

世

界
か
ら
愛

化
的
事
情

を
捨
象

し
去
う

、
完
全
な

る
自

由
競
孚

を
前
提
と
し

て
、
そ

の
上

に
成

立
す

る
所

の
、
正
常

的

な
る
、
自
然
的
な
る
償
格

、
賃

銀
及

び
利
乎
等
を
研
究

し
π
。

リ
カ
ア
ド
の
斯

か
る
理
論
的
世
界
は
、
明
ら
か

に
静

態

世
界
で
あ

る
。

ジ

エ
ム
ス

・
ミ
ル
か
ら

ケ
イ

ン
ズ
及

び

ニ
コ
ル
ソ

ン
に
至
る

リ
カ
ア
ド
の
後
繊

者
は
、

リ
カ
ア
ド
の
経
濟
的
静
態

の
完
成

に
於

て
、
彼

等

の
仕
事
揚

を
登
見

し
π
。
此

の
完
成

に
於

て
、
経
濟
學

の
静
態

的
特
質

の
認
識
が
愈

々
意
識

せ
ら
れ
る
様

に
な

つ
て
來

尤
。
換

言
す

る
と

、
静
態
的
研
究
方
法
な
る
竜

の
は
経
濟
學

の
生
誕
と
共

に
用

ひ
ら

れ
て

來

π
も

の
で
あ

る
が
、
未
だ

『
静

態
』

と
言
ふ
言
葉
は
何

ん

の
著
作

の
中

に
竜
見
出

さ
れ
な

か

つ
π
。
所
が
、

ジ
ョ

シ

論
ム

ベ

ー

タ
ー
と

ナ

ッ

ペ

y
ハ
イ

マ
ー
の

艀

態

論

】
二
九



商

學

討

究

第
・三
巻

(
上
)

・

,

一
三
〇

ン

・

ス

チ

ユ

ァ

ー

ト

・

ミ

ル

が

出

で

㌧

、

始

め

て

、

静

態

概

念

及

び

動

態

概

念

を

コ

ム

ト

の

肚

會

學

か

ら

と

つ

て

來

て

、

経

濟

學

の

中

に

移

入

し

た

。

ω
.

o◎
oゲ
g
5
℃
o
伶3

目
冨

o
ユ
o
伽
・
超
∂
国
・
ψ
・
◎◎
ド

②
,

号
己
ロ
ヨ
.
い
・
G。
臆
-
◎◎
Q
・

四

ジ

ョ
ン

・
ス
チ

ユ
ァ

ー
ト

・
ミ
ル
は
、
其

の
著
作
を

二
部

に
分
ち

、

一
を
静
態

、
他
を
動
態
と
名

付
け
覆
。

「
前

述

の
三
部
分

(
生
産

・
分
配

・
交

換
)

は
経
濟
學

の
静
態

と
呼
ば
れ

て
居
る
所

の
も

の
に
就

い
て
、
吾

々
の
制
限

の

許
す
限
わ

の
詳
細
な
る
見
解

を
包
含
し

て
居

る
。
吾

々
は
経
濟
的
事
實

の
存
す

る
所
を
槍

し
、
,如
何

に
し
て
経
濟

的

事
實

が
原

因
結
果

の
關
係

に
立

つ
か
を
槍

討
し

控
。
斯
く

て
、
吾

々
は
、
同
時

に
存
在
す

る
も

の
と
し

て
考
察

し
π

所

の
縄
濟

的
現
象
に
就

い
て
の
集
合
的
見
解
を
得

π
。
吾

々
は
、
純
濟

的
事
實

の
相
互
依

存
關
係

の
法
則

を
確

立
し

π
。

而
し

て
、
諸
要
素

の
中

の
或

る
も

の

＼
状
態
が
知
れ
た
時

に
は
、
吾

々
は
又
他

の
大
多
歎

の
要
素

の
同
時
的
状

態

を
推
測
す

る
事
が
出
來

る
。
然

し
乍

ら
、

乙
れ
ら

の
凡
て
は
、
完

Ψ
吾

々
を
し

て
静
態
的
な
不
愛

な

る
肚
會

に
於

け
る
纒
濟
法
則
を
得
せ
し
む
惹
の
み
で
あ
る
q
吾
々
は
更
に
、
吾

々
の
李
衡

の
理
論
に
運
動

の
理
論
ー

を
即
ち
、



経
濟
學
の
静
態

に
動
態
を
附
加
し
て
、
人
類
の
経
濟
状
態
を
ば
愛
動
す
る
傾
向
の
あ
る
も
の
と
し
で
考
察

し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
ω
。
L

斯
く

の
如
く

、
ミ
ル
は
、
艀
態

に
於

て
、

一
方

に
於

て
停
滞
的
な
無
灘
動

の
肚
會

の
経
濟

を
取
う
扱

ふ
と
同
時

に
、

他
方

に
於

て
同
時
的
存
在
と
し

て
観
た
る
諸
種

の
経
濟

現
象

を
取
う
扱

ふ
。
從

つ
て
、
彼

は
、
共
存
せ
る
諸
要

素

の

相
互
依
存
關
係

の
概
念

か
ら
、
必
然

的
昂
結
と

し
て
、

一
要
素

の
状
態

さ

へ
明
ら

か
に
な
れ
ば

、
他

の
要
素

の
同
時

的

存
在
朕
態

は
明
ら
か

に
推
測

せ
ら
れ
得

る
も

の
と
考

へ
て
居
π
の
で
あ

る
。

ω

}・
ψ
寓
ヨ
℃
り
議
8
豆
窪
o鴨
剛
。憂
一。鑑

国
8
召
ヨ
団●
で
・
8
い・

五

上
述

の
ミ
ル
の
立
脚
地
を
本
質
的

に
螢
展

さ
せ
、
静
態
状
態
を
ば
細

心
に
定
義
し

、
そ
が
成

立

の
條
件
を
深
く
研

究
し
尤

の
は
、
ク
ラ

ー
ク
で
あ

る
。

ク
ラ

ー
ク
に
從

ふ
と

、
償
値

の
自
然
的
標
準

、
賃

銀

・
利
子

。
利
調

の
正
常
率

は
、
事
實

上
、
静
態

的
で
あ

る
。

肚
會

を
停
止
的
状
態

に
蹄

せ
し

め
よ

、
産
業
を
し

て
全
く
自
由

に
行
は
し

め
よ
、
勢
働

と
資
本
と
を
し

て
絶
勤
的

に

可
動
的
な
ら
し

め
よ

(
リ
カ
ア
ド
の
研
究

に
現
は
れ
π
る
理
論
的
世
界

に
於

て
假
定

せ
ら
れ

る
と
同

じ
様

に
、
事
業

シ

轟
ム
ベ

ー

タ

ー
と

ナ

ツ

ペ

ン

ハ
イ

マ
雇
の

静

態

論

ド
三

}

■



●

商

學

討

究

第
三
巻

(
上
)

一
三
二

よ
う
事
業

に
移
動
す
る
事

を
自
由
な
ら
し

め
よ
、
)
!

然

ら
ば

、
自
然

的
債
値

の
領
域
が
成
立
す

る
で
あ

ら
う
。
此

庭
に
ク
ラ

ー
ク
の
謂
ふ
自
然
的
債
値

の
領
域
は
、
即
ち
静
態
的
慣
値
の
卒
衡
状
態
で
あ
る
。

「
然
れ
ど
竜
、
静
態
状
態
は
想
像
的
な
竜
の
で
あ
る
。
凡
て
現
實

の
肚
會
は
動
的
の
竜

の
で

あ

つ

て
、
吾

々
の

主

と
し
て
研
究
せ
ん
と
す

る
肚
會
は
特
に
さ
う
で
あ
る
。
静
態
的
肚
會
を
想
像
的
に
創
う
出
す
研
究
は
、
飽
く
ま
で

理
論
的
の
も

の
で
あ
る
。
現
實

の
肚
會
に
於
て
、
不
断
の
愛
化
は
勢
働
と
資
本
と
を
時
折

一
業
か
ら
他
業
に
投
げ
出

す
。
各
産
業

に
於

て
、
生
産

の
榛
式
、
財
貨

の
種
類
及
び
歎
量
は
幾
度
と
な
く
愛
化
す
る
ω
。
」
然
ら
ば
、
斯
か
る
動

態
的
肚
會
と
静
態
的
祉
會
と
の
匠
別
如
何
。

ク
ラ
ー
ク
の
動
態
に
於
て
は
、

(5) (4)(3)(2)(1

人

口
は
増
加
し

つ
、
あ

る
。

資

本

は
増
加
し

っ

＼
あ

る
。

生
産

方
法

は
改
良
せ
ら
れ

つ
＼
あ

る
。

産
業
経
螢

の
形
式

、
即
ち
勢
働
及

び
資
本

を
生
産

の
目
的

の
π

め
に
組
織
す

る
機
式
は
、
菱

化
し

つ
＼
あ

る
。

清
費

者

の
需
要

は
、
向
上
し

つ
＼
あ

る
。

以
上
の
五
種

の

一
般
的
漫
化
は
何
れ
も
枇
會
を
し

て
動
態
的
な
ら
し
め
る
。
從

つ
て
、
斯
か
る
漫
化
の

一
切
存
在



し
な

い
祉
會
が
国
艀
態
的
肚
會
で
あ

る
。

即
ち
、
明
確

に
言
ふ
と
、
人

口
壇
加

せ
ず
、
資
本

壇
加

せ
ず

、
生
産

方
法

愛
化

せ
ず

、
産
業
経
管

の
形
態
漫
化

せ
ず

、
消
費
者

の
需
要
向
上
せ
ず

し
て
、

一
定

の
均
衡

を
保

て
る
場
合

に
、
静

態

は
成
立
す

る
②
。

即
ち
、
五
個

の
條
件

の

一
定
と
言
ふ
假
定

の
下
に
、
経
濟

生
活
が
均
衡

を
保

て
る
姿
態

が
艀
態

経
濟
で
あ

う
、
そ

の
掩

齪
及

び
愛

動
は
凡
て
動
態
経
濟

に
厩
す

る
事
と
な

る
の
で
あ

る
。

ク
ラ

ー
ク

の
動
態

の
認
識

封
象

は
、
現
實

界
そ

の
も

の
で
あ

る
。

静
態
動
態

の
意
識
的
甑
別
を
纒
濟
學

の
領
域

に
於

て
最
初

に
な
し
た
の
は

ジ

ヨ
ン
・
ス
チ

ユ
ァ

ー
ト

・
ミ
ル
で
あ

ヘ

へ

つ

だ

け

れ

ど

竜

、

ク

ラ

ー

ク

は

、

そ

れ

を

繊

承

し

深

く

研

究

し

て

本

質

的

に

登

展

さ

せ

る

事

に

よ

つ

て

、

更

に

よ

う

大

な

る

貢

献

を

な

し

カ

の

で

あ

る

。

'

ω

}
'
頃
6
Ω
鷺
ぎ

b
一弩

凶げ
鼠

8

0
h
≦
。
曽
緊
ぎ

で
・
い
o

②

ま
一告
↓
毛

・
い
9

ひ
U
・
銭
P

禽
6
.
轟
o
♂

H

即

Ω
碧
ぎ

国
鵠
魯

9

『

o
h
国
8
8

邑

。
ψ

℃
で
.
8
U
-
8

P

凸'、

「
主
観
慣
値
説
に
よ
る
理
論
上

の
大
革
命

は
、
學

説

の
基
礎

の
静
態

的
特
徴

に
は
鯛

れ
な
か

つ
π
ω
。
し
オ

ー
ス
タ

リ

ー
學

派

の
學
者
達

は
、
形
式
的

に
は
静
態
概
念

に
燭

れ
る
事

な
く

、
從

つ
て
そ
れ

に
何
等

の
重

要
き
も
置

い
て
居

 シ
轟
ム
ベ

ー

タ

ー
と

ナ

ツ

ベ

y
ハ
イ

マ
ー
の
静

態

論

煮

=

二
三
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●

=
二
四

な

か

り

尤

け

れ

ど

も

、
彼

等

も

亦

自

然

に

縄

濟

循

環

以

外

の
何

物

を

も

記

述

し

て

居

な

い

の
で

あ

る

。

實

際

、
彼

等

は

意

識

的

に
齢

態

概

念

を

ば

そ

の
前

線

に

持

ち

來

ら

し

て

は

居

な

い
け

れ

ど

も

、

そ

の
所

論

の
中

に

は

無

意

識

的

に

静

態

概

念

の

表

現

せ

ら

れ

て

居

る

の

を

見

る

。

二

三

の
例

を
基

げ

る

と

、

カ

ー

ル

・
メ

ン
ガ

ー
は

『
繹

濟

原

論
』

の

中

に

於

て

、

「

一
般

的

経

濟

事

態

に
劃

鷹

す

る
憤

格
ω
」

と

言

ふ

榛

な

室
虚

な

榛

式

を

以

て

満

足

し

て

居

る

。

叉

、

自

然

的

債

値

を

力

説

す

る

ウ

ヰ

ザ

ー
に
於

け

る

「
所

謂

自

然

的

債

値

と

は

、

財

貨

の
分

量

と

効

用

と

の

枇

會

的

關

係

が

齎

ら

す

所

の
慣

値

、

即

ち

共

産

主

義

の

肚

會

に
於

け

る
債

値

で

あ

る
③
。
」
而

し

て

、

彼

は

、
又

、

何

等

の
規

定

を

竜

な

き

ず

に

「
静

止
状

態

の
中

に
於

て
見

出

さ

れ

る

市

場

ω
」

等

と

述

べ

て

居

る

。

最

後

に

、

最

も

艀

態

的

な

る

記

述

を

な

し

て
居

る

γ
オ

ン

・
ワ

ル
ラ

ス

の

一
句

を

引

用

す

る

。

「
完

全

に

し

て

一
般

的

な

る

市

場

の
準

衡

は

、

二

個

の
任

意

な

る
商

品

の

敵

封

的

慣

格

が

、

そ

の
中

の

一
商

品

と

任

意

の
第

三

の

一
商

品

と

の
債

格

の
割

合

が

等

し

い
時

に
於

て

の

み
成

立

す

る
④
。
」

ω

Qo
号
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ご
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②
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蜜
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七

,

,
縄
濟
學

に
於

け
る
齢
態
概
念

の
登
展
吏
上

に
於

て
、
最
も
重
要

な

る
地
位

を
占

め
て
居
る

の
は
、

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
で
あ

る
。

而
し
て
、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
に
負

ふ
所
極

め
て
多
き

に
竜
拘

ら
ず

、
尚
ほ
そ

の
所
説

に
満
足
す

る
事

能

は
ず
し

て
、
自

ら

一
佃

の
見
解

を
創
出

せ
る
も

の
に
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ
ア

ー
が
あ

る
。
私

は
、
更

に
進
ん
で
、
此
の

二

人

の
静
態
概
念

を
鞘

々
詳
し
く
槍
討

せ
ん
と
す

る
本
來

の
意
圖
を
實

現
す

る
の
試
み
に
入
る
事

と
す

る
。

第

二
章

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
静
態

・

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
の
離
態
概
念

は
、
交
換

即
ち

財
貨

の
分
量
關
係

以
外

の
何
物
を
も
包
含
し

て
居
な

い
。
斯

か
る

認
識

劃
象

に
於

て
は
、
.静
態

は
先
づ
第

一
に
経
濟

を
管
ん
で
居

る
人
間
か
ら
抽
象

せ
ら
れ
る
。
「
吾

々
は
、

一
般

に
、

取
引
を
し

て
居

る
人

間
を
槻
察
し

よ
う
と
は
思
は
な

い
。
唯
そ
れ
等

の
人

々
が
所
有
し
て
居

る
所

の
財
貨

の
分
量

を

見

よ
う
と
思

ふ
の
み
で
あ

る
。
吾

々
は
、
そ

の
愛
動

、
即
ち
正
し
く
言

ふ
と
そ

の
攣
動

の

一
定

の
種
類

の
み
を
記
述

シ

晶
ム
「
ペ
ー

タ

」
と

ナ

ツ

ペ
'ゾ

ハ
イ

マ
ー
の

静

態

論

一
三

五
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,

噌
曽
一山ハ

し

よ

う

と

思

ふ

ω
。
」

暫

ら

く

シ

ユ

ム
ペ

ー

タ

ー

の
言

に

耳

を

傾

け

る

。

「
吾

々
は

、

國

民

経

濟

を

見

廻

す

時

、

各

経

濟

主

膿

が

一
定

の
貨

財

の

一
定

分

量

を

所

持

し

て

居

る

の

を

駿

見

す

る
。

凡

て
の
是
等

の
分
量
1

そ
れ
を
、
吾

々
は
、
簡
軍

に

『
経
濟
的
数
量
』

と
名

付
け
π

い
ー

は
、

】
方

の
愛

化
が
他
方

の
憂
化
を
件

ふ
と
言

ふ
方
法

に
於

て
、
相
互
依
存
關
係

に
立

つ
て
居

る
と
言

ふ
事

の
認
識
が

、
吾

々
の
原

理

の
基
礎

に
横

た
は

σ
て
居
る
。
此

の
事

は
、
極

め
て
手
近

に
あ

る
簡

軍
な
る
経
瞼

的
事
實
で
あ

る
か
ら
、
殆
ん
ど

説

明
を
要

し
な

い
。
吾

々
は
、
是
等

の
藪

量
が

一
組
織

の
要
素

を
形
成
す

る
と

言
ふ
事

に
よ

つ
て
、
此

の
事
實

を
表

現
し
よ
5
と
思

ふ
。
是
等

の
数
量
が
、
恣
意
的

に
或
は
偶
然

に
或

は
其
他
種

々
標

々
に
人
が
稻
す

る
檬

に
、
組

合
せ

ら
れ

て
居

て
、
人

々
が
如
何
な

る
意
味

を
そ
れ

に
結
び
付
け
標
と
竜
、
個

々
物
自
膿

は
決
し
て
偶
然
的
で
も
な
く

、

又
孤

立
的
で
も
な

い
の
で
あ

る
。

今
や

、
吾

々
は
、
是
等

の
歎
量

が
、
そ

の
中

の

一
或

は
二
三

の
も

の

＼

一
定

の
大

さ
に
、
他

の
竜

の
＼

一
定

の
大

さ
の
み
が
相
慮

ず
る
標

な

一
結

合

の
中

に
立

つ
て
居
る

の
を
見
出
す

時
に
は
、
吾

々
は
此

の
組
織
を

一
義
的

に
限
定

せ
ら

れ
て
居

る
と
稻
す

る
。
此
庭
で
は

、

『
慮
ず

る
』
と
言

ふ
事

に
よ

つ
て
、
吾

々
は
與

へ
ら
れ
な

い
数
量

の
大

さ

が
自

ら
成

立
せ
ん
と
努

め
る
事

、
並
び

に
そ
れ
が

一
度
成

立
す
る
や

、
組

織
に
於

け
る
そ
れ
以
上

の
愛

動

の
傾

向
は
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敏
け

て
居

る
と
言
ふ
事
、
を
意
味
す

る
。
吾

々
は
、
此

の
状
態

を
ば
均
衡
状
態
と
名

付
け

る
。
此

の
状
態

に
於

け
る

個

々
の
歎

量

を
ば
、
吾

々
は
、
正
常

的
又

は
自

然
的
と
名
付
け

る
。

鼓

に
於

て
、
吾

々
の
課
題

は
、
一

國
民
経
濟

の
或

る
状
態
が
與

へ
ら

れ
て
居

る
時
、
豫
想
せ
ざ

る
事

の
生
ぜ
ざ

る

限

蚤
、
次

の
瞬
間

に
生
ず
る
藪
量

の
灘
花

を
導

き
出
す
事
で
あ

る
。
此

の
導
き

出
し
を
稽

し

て
、
吾

々
は
、
『
説

明
』

と
言

ふ
。
そ
れ

は
、
力

の
依
存
關
係

の
記
述

に
よ

つ
て
實

行
せ
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
、
吾

々
の
課
題
は
、
吾

々
の
組

織

及
び
そ

の
運
動
傾
向

の
記
述
と
し
て
定
義

せ
ら
れ
得

る
で
あ
ら
う
。
思
惟
系
行

の
道
行

に
於

い
て
、
他

の
學
問

の

實
質
的
命
題

に
依
存
す

る
事

な
く

し
て
、
此

の
課
題
が

一
義
的

に
可
能
で
あ
る
時

に
は
、
繹
濟
學

の
自

巳
封
鎖
的
理

論
が

存
在
す

る
。
記
述
が
依

つ
て
以

て
成
立
す
る
所

の
命
題
を
ば

、
若
し
も
そ

れ
が
充
分

な
る
重
要

さ
を
も

つ
な
ら

ば
、
吾

々
は

『
経
濟
的
法
則
』
と
繕
す

る
。
そ

の
総
燈
が

『
純
経
濟
學
』

又

は

『
理
論
経
濟
學
』

の
原
理
を
構

成
す

る
②
。
」

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
に
從

ふ
と
、
静
態

的
理
論

の
課
題
は
、
與

へ
ら
れ
だ

る
経
濟
的
藪
量

に
於

て
、
準
衡
状
態

(
そ

の
上
で
市
揚
が
活
動
す

る
所

の
)
を
確
立
す
る

に
在

る
。
縄
濟

的
藪
量

は
與

へ
ら
れ

て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即

ち
、
漫
動

せ
ざ

る
も
の
と
し

て
與

へ
ら
れ

て
居

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
所
が
、
経
濟
的
歎
量
が
墾
動

す
る
と
、
既

に

出
現
し

て
居

尤
卒
衡

状
態

は
失

は
れ
る
。

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
は

『
準
衡
状
態
』
と

は
、
組

織

の
中

に
於

て
愛
動

に
封

シ

ユ
ム

ベ

ー

タ

ー
と

ナ

ツ

ペ

y
ハ
イ

マ

ー
の

静
態

論

一
三

七
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す

る
傾
向
が
映
除
し

て
居

る
状
態
で
あ

る
と
解

し

て
居

る
。
換

言
す

る
と
、
各
需
要
者
が

「
各

財
貨

を
ば
同

吋
弾
度

の
汎
ゆ
る
慾
望

の
最
終

に
得
ら
れ
る
部
分
数
量
が
充
足
せ
ら
れ
る
様
な
数

量

に
於

て
得

ら
れ
る
③
」

時

に
、
李
衡
状

態

が
到
達

せ

ら

れ
る

の
で

あ

る
。
彼

が
此
庭
で

『
需
要
』
と
言
ふ

の
は
、
叉

『
供
給
』

を
竜
意
味
す

る
も

の
で
あ

る
、
蓋
し
、
需
要
と
供
給
と
は

二
個

の
同
種

の
現
象

な
の
で
あ

る
か
ら
。
「
斯
く
て
、
そ

れ
は
、
二

つ
に
割
れ
る
所

の

二
個

の
需
要
曲
線

で
あ

つ
て
、

一
需
要

曲
線

と
本
質
的

に
異

る

一
供
給

曲
線
と
で
は
な

い
の
で
あ

る
ω
。」
斯
く

て
、

與

へ
ら
れ

π
る
憤
値
函
藪
及

び
財
貨
数

量

に
於

け
る
二
個

の
需
要
曲
線

の
切
断

黙
が
何
庭

に
在

る
か
、
と
言
ふ
事
を

確
立
す
る
の
が

、
静
態

理
論

の
課
題
で
あ

る
。

上
述
せ
る
所

に
よ

つ
て
明
か
な
る
が
如
く
、

シ
ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
は
組

織
に
於
け

る
要
素
間

の
函
藪
的
關
係

を
、
出

來

る
だ

け
普
遍
的
な
る
方
式

を
以

て
記
述
す
る
事

を
以

て
目
的
と
す

る
竜

の
で
あ

る
。
故
に

曰
く

、

「
慣
値
函
歎

は

我

々
の
問

題

の
必
須

な
る
事
實

で
あ

る
か
ら

、
静
態

的
状
態

に
於

て
、
吾

々
は
そ

の
償
値
函
歎

を

一
定
と
考

へ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
新

し

い
生
産

に
封

す
る
不
意
打
或
は
塘
進

は
、
吾

々
の
組
織
を
根

本
的

に
愛
更

さ
せ
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
斯
様

な
事

の
生
ず

る
は
許

き
れ
な

い
。
凡

て
の
生
産

の
結
合
、
並
び
に
消
費

の
結
合

は
、
凡
て

の
揚
合

に

於

て
、

一
定

し

て
居

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
生
産
結
合
及

び
消
費

結
合

は
、
欲
望
、
資
本

、
園
続

せ
る
自
然

等
と

言

ふ
様
な
事

實

の
凡
て
の
如
く

、
慣
値
函
数

に
反
映
す

る
。
吾

々
は
、
凡
て

の
交
換

活
動
も
亦
、
前
以
て
観
察

せ
ら

薙



れ
、
贋
値
函
歎

の
組
織

は
、
そ
れ

に
よ

つ
て
調
節

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
と
言
ふ
事

を
附

け
加

へ
て
置
け
ば

、

そ
れ
で
充
分
で
あ

る
㈲
。
」

既
に
述
べ
π
る
が
如
く
、
経
濟
學

の
課
題
は
、
経
濟
的
歎
量

の
丞
-衡
朕
態
ー

並

び
に
そ
の

一
定

の
愛
動

を

記
述
す
る

に
在

る
の
で
あ

る
が
、
斯
様
な
卒
衡
状
態

に
於

て
は
、
吾

々
は

「
痩
動

の
表
示
を
唯

一
の
月
的
と
す

る
吾

々
の
慣
値
函
歎

に
、

之
れ
以
上

の
漫

動

に
劃
し
て
、
零

の
大
き

さ
を
與

へ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
⑥
。
」
而
し

て
、
微
分

學
は
吾

々
に
、
愛
動
の
程
度
を
示
す
所
の
微
分
商
が
零
に
等
し

い
時
、
即
ち
消
滅
す
る
時
、
或
る
函
撒
ー

そ
れ
は

経
濟
學
に
於
て
は
債
値
函
敷
で
あ
る

は
極
大
値
を
と
る
、
と
言
ふ
事
を
敷
乏
る
。
即
ち
、

「
縄
濟
的
藪
量
の
漫

動
の
休
止
と
函
数
の
極
大
と
は
同
義
で
あ
う
、
手
衡
状
態
は
前
者
に
よ
つ
て
も
後
者
に
よ

つ
て
も
同
様
に
特
徴
付
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
吾

々
は
、
そ
れ
を
前
者
に
於
て
は
休
止
状
態
と
し
て
、
後
者
に
於
て
は
極
大
欺
態
と
し
て
、

示
す
事
が
出
來
る
。
此
の
二
つ
の
表
現
は
同
義
で
あ
る
。

こ
れ
は
吾

々
の
原
理
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら
述
べ
る
事
は
凡

て
、
尤
讐
そ
の
解
明
に
の
み
役
立
つ
ω
。
」

極
大
公
理
の
内
容
は
、
卒
衡
状
態

に
於

て
は
乙
れ
以
上
の
憂
動
の
起

る
傾
向
が
少
し
も
存
在
し
な

い
と
言
ふ
法
則

以
外

の
何
物
で
も
な

い
。
此
の
法
則
が
理
論
の
中
に
於
て
演
ず
る
役
割
は
、
實
に
、
午
衡
歌
態
を
定
義

し
、
然
る
後

に
牢
衡

の
支
配
す
る
所

に
は
必
然
的
に
生
ず
べ
き
慣
格
の
確
立
を
助
け
る
事
で
あ
る
。

シ

ユ
ム

ペ

ー

タ

ー
と

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ

ー
の
静

態
論

=

二
九
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吾

々
は
、

一
方

に
於

て
、

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
に
於

け
る
艀
態

の
認
識
劃
象

が
除
わ

に
も
抽
象
的
で
あ

ウ
、
鯨
う
に

も
狭

少
な

る
内
容

を
有
し
て
居
る
と
考

へ
得

る
な
ら
ば

、
そ
れ
と
共

に
、
他
方

に
於

て
、
そ
れ
は
極

め
て
精

細
に
規

定

せ
ら
れ

て
居

る
と
言
ふ
事

を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
彼

は
、
静
態

の
定
義

に
際
し

て
、
常

に
経
験
的
な
る
経

濟

を
謹
明

し
な

い
。
彼

の
騰
系
は
、
全
く
彼

の
虚
構
i

即
ち

、
凡

て
の
経
濟
的
数

量
は
、

一
物

の
愛

動
が
他

の
汎

 ゆ
る
物

の
愛
動

を
件

ふ
と
言

ふ
標

な
方
法
で

、
相
互
に
依
存
關
係

に
立

つ
て
居

る
と
言

ふ
假
定
か
ら
展
開

せ
ら
れ

て

居

る
。

而
し
て
、

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
に
は
、
彼
が
研
究

を
押
し
進

め
て
行
く
中

に
、
自
分
で
規
定

し
π
狡
駐
な

る
領
域
を

O



■

跳

び
越

へ
て
同

一
認

識
封
象

の
下

に
留

つ
て

居

な

か

つ

た

う
、
叉
彼

の
狭
小
な
る
認
識
劃
象
を
側
ら

に

ゐ
し
や

つ

て
、
直
接

に
経
験
的
封
象

に
眼

を
轄

じ
カ
う
す

る
誤
謬
を
犯
し
て
居

る
の
ち
や
な

い
か
と
思
は
れ
る
節

々
竜
あ

る
ω
。

シ
ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
の
静
態

に
於

て
は
、
企
業

家
利
潤
及

び
資
本
利
子

の
問

題
は
解
き
得

ら

れ
な

い
。
そ

こ
で

、
是

等

の
問
題

の
解
決
を
ば
動
態

に
分
與

し
て
居

る
。
然

し
乍
ら
、
何
が
動
態
で
あ
る
か
と

言
ふ
事
に
就

い
て
は
漠
然
と

し
て
居

て
、
尤
だ
僅
か
に
帥
秘
的
な

る
表

現
を
與

へ
て
居

る
に
過
ぎ
な

い
。
彼

は
言
ふ
、

「
動
態

は
、
如
何
な
る
關

係

に
於

て
も
、
方
法

論
的

に
も
、
内
容
的

に
も
、
静
態

と
は
全
然
異

別
な
る
も

の
で
あ

る
㈲
。」

「
艀
態

と
動
態

と
は

全
く
異
別
な
る
領
域
で
あ

つ
て
、
そ

れ
は
、
菅

に
異
別
な
る
問
題
を
取
扱

ふ
の
み
な
ら
ず

、
叉
異
別
な

る
方
法

及
び

異
別
な

る
材
料

に
關
係
す

る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同

一
の
理
論

的
建
築
物

の
二
個

の
章
で
は
な
く

し
て
、
二
個

の
完
全

に
濁
立
せ
る
建
造
物
で
あ

る
。
動
態

は
今
尚
ほ
初
期

に
在

つ
て
、

『
未
來

の
地
で
あ

る
③
。」

「
何

が
動
態

に

劃

立
す

る
静
態

の
嚴
密
な
る
限
界
で
あ

る
か
P
そ

れ
に
封
し
て

一
般
的
解
答

を
與

へ
、
絶
劃
的

に
強
固
な
る
規
準

を

ヘ

へ

與

へ
る
事

を
、
吾

々
は
躊
躇
す

る
ω
。
」
形
式
的

に
言

ふ
と
、

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
の
動
態

は
、
よ
う
少
く
な

い
抽
象
度

を
有
す

る
普
遍
概
念
で
あ

る
。
彼

は
、
静
態
と

の
匠
別
と
し
て
、
特

に
企
業

家

・
銀
行
家

・
資
本
家

・
地
主

・
勢
働
者

と

し
て
の
輕
濟

的
性
質

を
有
す

る
人
間
を
動
態

の
中
に
包
含
し

て
居
る
。
是
等

の
人
間

は

二
群

に
分

れ

る
。
即
ち
、

享
樂

型
即

ち
部
態
型
と

、
勢

力
型
即
ち
動
態
型
と
に
分

れ
る
。
企
業
家

は
後
者

に
所
属

し
、
そ

の
他

の
汎
ゆ

る
経
濟

シ

ー
ム
ペ

ー

タ
ー
と

ナ

ツ

ペ

y
ハ
イ

マ

ー
の

静

態

論

一
四

一

・
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周
四
二

主

燈

は

第

一
の

も

の

に

所

厩

す

る

。

斯

く

の

如

く

シ

ユ

ム

ペ

ー

タ

ー

の

動

態

に

於

け

る

人

間

概

念

は

、

そ

の

抽

象

度

は

鯨

う

強

く

も

な

い
が

、

極

め

て

強

烈

な

る

個

別

的

色

彩

を

帯

び

て

居

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

斯

か

る

人

間

概

念

の

助

け

を

籍

う

て

理

論

を

構

成

し

得

る

や

否

や

は

疑

問

で

あ

る

と

言

は

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い
。

①

ω
窪
。昌
9

ω
舅
涛

ロ&

U
巻

9言
坤ド

ψ.
◎。
ひ
ー
◎。
¶●

②

ω
o
ぎ
巨
勺
。宕
さ
老
g
g
.
ω

×
一×
.

㈲

苧
崔
`
m・
目◎。
N

㈲

一窪
ρ

。・.
一禦
●

三

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
殆

ん
ど

全
く
個
人
維
濟

的
な
卒

衡
状
態

の
研
究

に
停

滞
し

て
居

る
。
奮
學
説

は
個
人
経
濟

の
静
態

に
は
殆

ん
ど
全
く
係
は
ら
な
か

つ
禿
。
そ
し

て
、
需
要

と
供
給
と
は

一
定

せ
る
も

の
と
假
定
す

る
事

に
よ

つ

て
、
個
人
経
濟
的
與
件
を

ぱ
與

へ
ら
れ
穴
る
も
の
と
し
て
、
満
足
し

て
居
π

の
で
あ

る
が
、
主
観

債
値
學
説

は
、
此

の
黙

に
於

て
多

く
の
も

の
を
齎
ら
し
π
。
主

観
學
説
は
、
各
経
濟

人
は
、
技
術
的

に
可
能
な

る
限

め
、
叉
凡

て
の
分

割

し
得

る

『
貯
財
』

に
於

て
、
凡

て
の
限
界
効
用
が
同

一
大

さ
で
あ

る
限

ム
に
於

て
、
勢
働
生
産

物

の
供
給
を
調
節

す
る
1

而
し
て
、
他
面
、
彼
等
の
管
利
勢
働
は
、
最
後

の
減
少
分
の

『
不
効
用
』
が
最
後

の
増
加
分
の

『
効
用
』

●



と
同

一
の
大
き

さ
に
な

る
ま

で
、
損
延
す
る
と
言
ふ
事

を
示
す
事

に
よ

つ
て
、
事
實
上
静

態
的
観
察

方
法
を
用

ひ
て

居
π

の
で

あ
る
。
斯
く

て
、
個
人
経
濟
的
静
態

の
基
礎
付

は
既

に
錨
を
下
さ
れ

て
居
た

の
で
あ

る
が

、
其

の
錨
を
尚

ほ

一
層
深
く
下
し
尤
の
が

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
で
あ

る
。

、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
に
從

ふ
と
、

一
定

の
自
然
的

。
技
術
的

・
肚
會
組
織
的
條
件

は
與

件
と
し
て
與

へ
ら
れ

、
そ

の

上

に
於

て
経
濟

的
歎

量

の
愛
化

が
休

止
し
、
便
値
函
歎

が
極

大
と
な

つ
て
居

る
時

に
於

て
始

め
て
、
孕
衡
状
態
が
成

立
す
る
の
で
あ

る
。
是

の
事

を
藪

學
的

に
表

現
し

て
曰
く
。

、

「
財
貨

の
藪
量

の
檜
加

が
限
界
黙

に
於

て
滑
滅
す

る
と
言
ふ
事

は
、
此

の
歎
量

に
關
す

る
吾

々
の
函
数

の
徴
分
商

が
零

に
等

し
く

な
け
れ
ば
な
ら

澱
と
言
ふ
事

の
謂
で
あ

る
。
吾

々
が
凡

て
の
財
貨

を
同

一
輩
位

を
以
て
、
例

へ
ば
貨

幣

を
以

て
、
測
定
し
、

0
3

ρ
F

ゆ
P

等

を
財
貨

♪

b5
"
P

等

の
藪
量
と
す

る
な
ら
ば

、
吾

々
は
次

の
方
程
式
を
得

る

。

乗

g
①
+
墾

§

+
鯵

且
・
+

峯

-
・合

此
の
函
歎

ρ
は
、
吾

々
の
経
濟
主
膿

の
財
貨
所
有
の
総
償
値
函
歎

の

一
種
類
な
る
に
外
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
此
の

方
程
式
は
、
均
衡
駅
態
及
び
極
大
状
態

を
表
は
す
。
此
の
助
力
に
よ
つ
て
、
吾

々
は
、
個
人
が
均
衡
に
於
て
所
有
す

る
財
貨

の
数
量
間
の
關
係
を
知

る
。
特
に
販
費
せ
ら
れ
禿
財
貨

の
便
額
と
購
買
せ
ら
れ
π
財
貨

の
慣
額
と
は
同

一
で

シ

ユ
ム

ペ

ー

タ

ー
と

ナ

ッ

ペ

ン
ハ
イ

マ
ー
の
離

態

論

「

U
四

三
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な
け
れ
ば
な
ら

汲
か
ら

、
個

々
の
種
類

の
財
貨

の
軍
位

の
債
格
を
夫

々

℃
2

菩

毛

ρ
等

を
以
て
示
す
と
、
次
の
方
程

式

を
得

る
。

窟

ユ
留

+
℃
げ
α
O
σ
+
鷲

窪
ρ
o
+

ー
中

(目
)

此

の
方

程
式
と
第

一
の
方
程
式
と
を
結

び
付

け
る
事

に
よ

つ
て
、
次

の
方
程
式

を
得

る
。

部

染

-
部

墾

-
詐

恥

(5

此

の
方
程
式
が
限
界
効

用
均
等

の
法
則
を
表
は
す
ω
。
」

同

一
の
事
を
心
理
學
的

に
表
現
す

る
と
、
各

財
貨

は
最
絡

に
得
ら
れ
た

る
部
分
藪

量
が
凡
て

一
様

な
る
強
度

の
欲

望

を
充
足

せ
し

む
る
様
な
藪
量

に
於

て
得

ら
れ
る
と
言

ふ
事

に
な

る
。

曰
く
、

「
諸

方
程
式

の
帯

は
、
個
人

の
経
濟

的
権
力
範
園
を
限
定
す

る
。
吾

々
は
、
そ
れ
を
圓

周
と
考

へ
る
事
が
出
來

る
。
そ

し
て
、
そ

の
圓

の
中
心

に
各
経
濟

主
膿
が
立

ち
、
そ

の
圓

周

の
上

に
財
貨

の
債
値

の
限
界
熱
が
落
ち
る
。
此

の
熱

は
凡

て
、
個
人

に
と

つ
て
は
等

距
離

に
在
る
。

心
理
學
的

に
言

ふ
と
、
同

一
割
合
で
表

は
さ
れ
π
限
界
量
は
凡

て
、
個
人

に
と

つ
て
は
丁
同

一
債

値
を
有

す

る
。
そ

れ
故

に
、
彼

は
最
早
他

の
財
貨

の
等
量

の
壇
加

に
劃
し

て
、
そ

の
限
界
量

の
如
何
な

る
も

の
を
も
與

へ
る

事

を
欲
し

な

い

の

で

あ

る
。
そ
し

て
、
然

ら
ざ

る
揚
合

に
は
常

に
経
濟

的
交

換
が
登
生

し
得

る
の
で
あ

る
。

而
し

て
、
此
の
事
が
ー

し
か
も
此
の
事
の
み
が
1

卒
衡
状
態
に
於

て
個
人
が
欲
望
満
足
の
最
高
限
に
達
す
る
事
を
謹



明

す
る
竜

の
で
あ

る
②
。
L

是
は
全
く
個
人
経
濟

の
静
態

で
あ
る
。
是

は
、
限
界
効
用
設
そ

の
も
の
と
し

て
は
、
誠

に
立
派
な
竜

の
で

あ
る
。

け

れ
ど
も
、
個

人
経
濟

の
静
態

か
ら
進
出
し

て
、
超
個
人
的
静
態

即
ち
肚

曾
経
濟

的
静
態

へ
の
推
移

に
於

て
は
成
功

し

て
居
な

い
。
此

の
仕
事
は

、
如
何
な

る
限
界
効
用
論
者

に
竜
恵

れ
て
居
な

い
、
否
恵
ま

れ
る
事

が
出
來

な

い
の
で

あ

る
。
此
の
黙

に
於

て
は
、

シ

ユ

ム

ペ

ー
タ

ー
と

錐
も
亦
同
様

の
難
黙

に
苦

し
ん
で
居

る
。
即
ち

曰
く
、

「
吾

々

の
限
界
効
用

均
等

の
法
則
と
吾

々
の
干
衡
状
態
と

は
、
孤
立
人
尤
る
と

他
人
と

の
關
係

に
立

つ

も

の

だ

る

と

を
問

は
ず

」
汎
ゆ

る
経
濟
主
膿

に
要
當

す

る
。
個

人
の
財
貨
獲
得

の
限
界
黙

は
常

に
相
關

々
係

に
立

っ
。
π
だ
第

二

の
揚

合

に
は
、
此

の
限
界
黙

は
叉
他

の
汎
ゆ

る
個
人

の
財
貨
獲
得

の
類
似

の
限
界
黙

に
竜
依
存
す
る
と
言

ふ
事

が
、
附

け

加

へ
ら
れ
る
。
斯
く

し

て
、
吾

々
は
、
躊
躇
す

る
事

な
く
前
進
す

る
事

が
出
來

る
。
そ
し

て
、
國
民
経
濟

に
封
し
て

も
亦

、

一
義
的

に
決
定

せ
ら

れ
π
限
界
効
用

の
均
等
を
承
認
す

る
事

が
出
來

る
の
で
あ

る
③
。
L
と
。
此

の
言
に
よ
れ

ば
、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
は
、
明
ら
か

に
、
國

民
経
濟

的

の
も

の

へ
と
暗
中
模
索

を
し
て
居

る
の
で
あ

る
。
け
れ
ど

竜

そ

れ
は
輩

な
る
模
索

に
止

つ
て
居
る
と
言
は
ざ
る
を
得

な

い
。

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
強
調
す

る
が
如
く
、

「
全
個

人
維
濟

の
全
李
衡
状
態

を
加
算

し

て
も

、
π
だ
そ
れ
丈
け
で
は
或

る
他

の
市
揚
経
濟

の
静
態

は
生
じ

て
來
な

い
の
で

あ

る
㈲
。
」
そ

の
結
果
、
,斯
か

る
個
人
経
濟
的
艀

態
か
ら
出
登
し

て
は
、
到
底
肚

會
経
濟
的
静
態

へ
の
架
橋
を
爲

し
得

シ

ユ
ム

.へ
ー

タ

ー
と

ナ

ツ

.へ
y

ハ
イ

マ

ー
の

静

態

論

}
四

五
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な

い
事

を

知

る

。

而

し

て

、
肚

會

経

濟

的

静

態

へ
の
架

橋

を

な

し

得

な

い
理

論

は

、
極

め

て

不

満

足

な

も

の
で

あ

る

。

蓋

し

、

吾

が

経

濟

學

の

封

象

は

、

一
定

の
歴

史

的

時

期

に
於

け

る

人

と

入

と

の
間

に
於

け

る

肚

會

的

な

る

経

濟

關

係

(
此

の
關

係

が

現

象

形

態

と

し

て

は

物

と

物

と

の
關

係

と

し

て

現

は

れ

る

)

に

存

し

、

主

観

學

説

の
取

扱

ふ

が

如

き

物

と

人

と

の

間

の

個

人

的

経

濟

關

係

に

は

存

し

な

い

の
で

あ

る

。

後

者

は

、

個

人

経

濟

と

言

ふ

小

さ

な

問

題

の

劃

象

と

は

な

り

得

る

が

、
決

し

て
経

濟

學

の

唯

一
眞

正

の

劃

象

π

る

の
権

利

を

主

張

し

得

な

い
竜

の
で

あ

る

。

ω

霧
含
ヨ
℃
①一。
び
≦
-oω。戸

幹

　いQl
Hい
h

②

ま
崔
.り
ω9
お
b。
.

㈲

ま
峯
矯
加

H雛

ω

O
℃
℃
。暮
oぎ
。ご
を
。昌
ロ
.
国
唱
ぎ
ぢ
さ
凱
ρ
N

曽
島
.
。・●
ω
目・

第

一昌
章

オ
ッ
ベ
ン

ハ
イ
マ
ー
の
静
態

オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
が
静
態

を
ば
年
衡

状
態
と
規
定
す

る
事

、
及

び
組
織
に
於
け

る
要
素

間

の
函
歎

的
關
係

を
普
遍
的
な

る
方
式

を
以
て
表

現
す

る
事

に

(
但
し
、
そ

れ
を

『
市
場
』
経
濟
學

に
於

て
使
用
す



る
限

う
に
於

て
)
封
し

て
は
、
同
意

を
表
し
ω
、

そ

の
影
響

を
う
け

る
事
が
極

め
て
甚

大
で

あ
る
。
け
れ
ど

も
、
市

揚

に
於

け
る
経
濟

現
象

に
眼
を
投
ず

る
オ

ツ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
、

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
の
個
人
経
濟
的
静

態

に
は
大
な

る
不
満

を
威

じ
、
個

人
経
濟
的
静
態
と

は
無
關
係

に
②
、
『
市
場
』
経
濟

的
静

態
を
研
究

し
π
。

オ

ッ
ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
に
從

ふ
と

、
市
場
経
濟

の
静
態
も
亦
諸
方
程
式

の
帯

に
よ

つ
て

一
義
的

に
正
確

に
卒
衡

状
態

と

し
て
規
定

せ
ら

れ
る
。
李
衡
状
態

に
於

て
は
、
最

早
何
等

の
愛
動

の
鯨
地
な
く

、
肚
會
は
全
髄
と
し

て
欲
望
充

足

の
最
大
限
に
到
達
す
ろ
。

即
ち
微

分
商
は
滑
滅
し

て
、
函
歎

は
極

大
値
を
と

る
の
で
あ

る
。
斯
く

の
如
く
、
個
人
か

ら
で

は
な
く

、
全
禮
か
ら
出
登
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
.
さ
う
す
る
と

、
直

ち
に
、
市
場
経
濟

は
、
個
人
経
濟

に
於

け
る
が
如
く

、

一
義
的

に
規
定

せ
ら
れ
禿
準
衡
状
態

へ
と
傾
向
す

る
事

を
知
る
。

「
市
場
経
濟
的

過
程

、
即
ち
競
孚

ヘ

へ

は
、
全
所
得

の
牢
均

へ
と
傾
向
す

る
。
市
場
経
濟

の
干
衡

状
態

は
、
個
人
経
濟

の
そ
れ
と
は
、
そ

の
全
機
構

に
於

て

全
く
異

つ
て
居

る

も

の

で

あ

つ

て
、
客
観
的

の
力
に
よ

つ
て
支
配
せ
ら
れ

て
居
る
。
そ
し

て
、
純
客
観

的
領

値
論

に
導

く
も

の
で
あ

る
。
之
に
反
し

て
、
個

人
経
濟

に
於

て
は
、
主
観
的
債
値
評
債

が
主
要
な

る
役
割
を
演
じ

て
居

る

1

勿
論
そ
れ
が
軍
濁
に
作
用
し
て
居
る
の
で
は
な

い
が
③
。
」

①

O
℃
℃
g

げ
o
ぎ

o
誤

詔

o
答

賃
・
国

節
℃
腎
巴

智

o
訪
戸

い
.
》
島

.
。。
.
楠
◎◎

ロ
b
ゆ
●

②

子

崔

6

。◎
・
い
回
・

ω

§

2

。・
.
U
N

シ

ユ

ム

ベ

ー

タ

ー

と

オ

ツ

ペ

y

ハ

イ

マ

ー

の

静

態

論

一
四

七
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オ
ッ
ペ
ソ

ハ
イ

マ
ー
は
考

へ
る
、

「
静

態
的
観
察

は
、

一
組
織

の
運
動

を
規

制
す
る
法
則
を
登

見
す

る
π

め
の
方

法
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
諸

現
象

の
確

立
に
役
立

つ
も

の
で
は
な
く

、
諸

現
象

の
解

明
に
役
立

つ
も

の
で
あ
る
。
そ

れ

は
、
規

則
的

に
、
次
の
榛

な
先
験
的
説
明

に
由
來
す

る
竜

の
で
あ

る
。

即
ち

、
諸

々
の
力
が
常

に
敵
封
的
に
作
用
し

合

ふ
所

に
於

て
は
、
諸

々
の
力

は
、
そ
が
相
互

に
卒
均
す

る
状
態

へ
と
傾
向
す

る
。
そ

の
結
果
、
か

＼
る
前

提

の
下

に
於

て
は
、
組
織
の
外
來
的
障
害

即
ち
與
件

の
礎
動

は
止
み
、
全
組

織

は
、
恰
竜
水

の
面

の
如
く

に
完
全
な

る
休

止

を
な
し

て
居

る
か
、
或
は
叉
恰
竜
遊
星
系
統

に
於

け

る
が
如
く
全
く

一
定
せ
る
方
法
を
以
て
全
燈
と
し

て
運
動

し
て

居

る
の
で
あ

る
ω
。し
と
。
而
し
て
、

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の

『
市
場
経
濟
』

も
亦

、
相
反
す

る
諸

々
の
力

の

一
組

織
で
あ

る
。
市
場
経
濟

は
、
個

人
的
立
場
か
ら
見

る
と
、
競
孚
以
外

の
何
物
で

竜
な

い
が
、
全
膿

的
立
場
か
ら
見

る

と

、
分
業
及

び
協
業
以
外

の
何
物
で

も
な

い
。

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
關
心
を
有
す

る
の
は
、
唯

一
つ
の
見

地
の
み

で
あ

る
。
即
ち

、
競
孚

の
中

に
於

て
作
用
し
合

つ
て
居
る
相

反
す

る
諸

々
の
力

、
換
言
す

る
と

、
現
實
的
需
要

を
求

む
る
費

手
と
現
實
的
供
給
を
求

む
る
買
手
と

の
競

孚
に
基
因
す

る
所

の
、
肚
會
成
員

の
経
濟
的
行
動

の
総
稻

が
、
そ

れ
で
あ

る
。
此

の
闘
璽

は
、
と

う
も
直

さ
ず
、
慣
格
圃
孚
で
あ

る
②
。



此
の
慣
格
翻
事
の
行
は
れ
る
経
濟
的
場
所
が
、
即
ち

『
市
場
』
で
あ

る
。
市
場
に
於
け
る

「
李
衡
状
態
は
、
正
確

に
規
定
さ
れ
得
る
全
生
産
物
相
互
間
の
慣
格
關
係

に
よ

つ
て
、

一
義
的
に
、

一
組
織
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
㈹
」

も

の
で
あ

つ
て
、
此
の
静
態

に
於
け
る
各
生
産
物
の
債
格
を
古
典
派
の
學
者
は

『
償
値
』
と
命
名
し
π
が
、
オ
ツ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
そ
れ
を

『
静
態
便
格
』
と
命
名
す
る
。

慣
格
劇
箏
が
斯
か
る
静
態
を
形
成
す
る
に
至
る
過
程
を
簡
輩
に
説
明
す
る
。
同
時
的
存
在
の
諸
市
場
の
場
所
的
結

合
關
係
に
於
て
は
、

『
無
差
別
の
法
則
』

に
よ
つ
て
、
同
種
の
生
産
物
は
等
し

い
償
格
を
有
す
る
傾
が
あ
る
。
何
と

な
れ
ば
、
凡
て
の
生
産
者
は
、
如
何
な
る
市
場
に
自
分
の
生
産
物
を
齎
ら
す

べ
き
か
を
考

へ
、
有
利
な
る
を
求
め
、

不
利
な
る
を
避
け
る
が
だ
め
に
、
有
利
な
る
揚
合
に
は
供
給
が
需
要
を
超
過
し
て
慣
格
が
下
落
し
、
反
劉
の
關
係

の

場
合
に
は
債
格
が
上
騰
す
る
か
ら
で
あ
る
。
乍
然
、
縫
起
的
諸
市
場
の
時
間
的
結
合
關
係

に
於

て
は
、
異
種
の
生
産

物
の
債
格
は
卒
均
す

る
傾
向
が
あ
る
。
何
者
、
各
生
産
者
は
、
次
の
市
場
に
如
何
な
る
生
産
物
を
齎
ら
す
可
き
か
を

商
量

し
、
不
利
な
る
生
産
物
の
生
産
を
磯
正

叉
は
制
限
し
、
有
利
な
る
生
産
を
新
尤
に
興
す
か
叉
は
そ
れ
を
援
張
す

る
か
ら
で
あ
る
㈲
。

斯
く

て
、
市
揚
が
此
の
雫
均
的
水
準
、
即
ち

一
般
的
慣
値
關
係
に
到
達
し
π
と
考

へ
ら
れ
る
時

に
は
、
そ
れ
は
、
そ
の
中
に
於
て
生
産
物
の
現
存
憤
格
が
そ
の
生
産
者
に
封
し
て
そ
の
生
産
を
制
限
し
π
り
擾
張
し

左
り
す
る
機
因
を
與

へ
な

い
檬
な
債
格
關
係
と
し
て
表
は
れ
る
。
以
上
は
、
静
態
的
慣
格
關
係
は
如
何
に
し
て
成
立

シ

篭
ム

ペ

ー

タ

ー
と

オ

ツ

ペ

ン
ハ
イ

マ

ー
の
静

態

論

一
四

九
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一
五
〇

す

る
か
と
言

ふ
事

の
記
述
で
あ

る
。

「
人

々
は
屡

々
競

孚
は
償
格

を
李
均
す
る
傾
向
を
有
す

る
と

言
ふ
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
部
分
的
眞

理
π
る
に
過

ぎ

な

い
。
競
箏

は
軍

に
同

一
市
揚

に
於

て
同

一
慣
格
を
有
す

る
同

一
商

品

の
生
産
者
間
に
於

て
債
格
を
準

均
す

る
傾

向

を
有
す

る

の

み

で

あ

る
。
乍

然
、
静
態
慣
格

の
問
題
は
、
正

に

一
生
産
物

の
償

格

を
他

の
生
産

物
を
以

て
表

は

す
と
如
何

に
な

る
か
と
言
ふ
事

で
あ

る
か
ら
、
此
庭
で
は
競
箏
が
憤
格

を
卒

均
す

る
傾

向
を
有
す

る
と

は
言

ひ
得

な

い
④
。
」
と

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
主
張

す
る
。
例

へ
ば

、
六

グ
ラ

ム
の
金
が

一
〇
〇
立

の

ベ
ン
ぜ
ン
又

は
六
〇
米

の

キ
ヤ
ラ

コ
叉

は

一
〇
〇
〇

キ

ロ
ワ

ツ
ト
の
電

力
叉

は
二
〇
時
間

の
左
官
勢
働
等
と
等
償

で
あ

る
な
ら
ば
、
そ

の
時
に

は
如
何
な

る
李
衡
が
得

ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
?

ヘ

へ

「
否
、
吾

々
は
、
既

に
、
競

璽
は
債

格
を
午

均
す
る
も

の
で
は
な
く

し
て
、
所
得

を
均
等

に
す

る
傾
向

を
有
す
る

も

の
で
あ

る
、
と
言
ふ
事
を
述

べ
π
⑥
。
」
例

へ
ば

、

バ
ン
屋

に
で

も
鍛

冶
屋

に
で
も
な
う
得

る
少
年
が
職
業
撰
揮

に

際
し

て
、
そ

の
少
年
が
鍛

冶
屋
に
な
ら

う
と
決
心
す
る
の
は

、
銀

冶
屋
が

一
個

の
蹄
鐵

に
劉
し

て

一
マ
ル
ク
を
得

、

ヘ

ヘ

バ
ン
屋
が

一
塊

の

バ
ン
に
封
し

て
二
分

の

一
マ
ル
ク
を
得

る
か
ら
で

は
な
く

、
寧
ろ
鍛

冶
屋
が

バ
ン
屋
よ
う
も
よ
b

良

い
生
活

を
管

ん
で
居

る
の
を
知

つ
て
居
る
か
ら
で
あ

る
。
又

、
同
襟

に
、
百
萬
圓
を
以

て
商
費

を
始

め
る
資

本
家

も
、
費

用

の
嵩

む
商

品
例

へ
ば
自
働
車

や

ビ
ァ
ノ
を
生
産

す
る
よ
り
も
、
安

い
商
品
例

へ
ば
鉛
筆
や

マ
ッ
チ
を
生
産



■

へ

う

す

る
方
が

よ
ウ
多
く

の
所
得
が
得
ら

れ
る
と
確

信
す

る
時

に
は
、
安

い
商
品

の
生
産

を
撰
ぶ
で
あ
ら
う
。

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
は

日
ふ
、

「
同

一
地
方

に
於

て
、
何
等

か

の
業
務
が
他
よ
う
有
利
で
あ

り
又
は
不
利
で
あ

る
時

に
は
、
有
利
な

る
揚

合

に
は
多
く

の
も

の
が
流

入
し
、
不

利
な
る
揚
合
に
は
多
く

の
も

の
が
流
出

し
、
そ

の
結
果
間

も

な
く

、
そ

の
利
盆
は
他

の
業
務

の
利
盆
と

一
致
す

る

に

至

る
で

あ

ら

う
。
此

の
事

は
、
勘
く
と
竜

、
事

物
が
自

然

の
成
行

に
放
任
せ
ら
れ
、
完
全
な
る
自
由
が
支
配

し
、
各
人
が
自
由

に
し

て
自

己
に
適
す

る
檬

に
見

え
る
仕
事

を

任
意
に
撰
澤
し
得

る
肚
會
に
於

て
起

る
で
あ
ら
う
ω
。
」
と
。
斯
く

の
如
く

、
何
等

の
獅
占
的
關
係

の
作
用

も
存
し
な

い
所
で

は
、
勢
働
力

の
相
劃
的
資
格

に

一
致
す

る
限
う
に
於

て
、
實

際

に
、
自
由
競
箏
が
所
得

を
ば
縫
績

的

に
且

つ

竿

均
的

に
均
等

な
ら
し

む
る
。
從

つ
て
、

「
競
璽

は
、
同

一
性
質

の
力

の
同

一
の
努
力

に
劃
し

て
の
み
、
同

一
の
所

得

を
獲

る
事

を
可
能

な
ら
し

む
る
⑤
。」
と

こ
ろ
が
、
競
孚

の
自
由

で
な

い
所

、
即
ち
或

る
種

の
濁
占
關
係

の
作
用

し

て
居

る
所
に
於

て
は
、
斯

か
る
所
得

の
均
等

は
決
し

て
到
達

せ
ら
れ
得

な

い
。
即
ち
、
種

々
な

る

『
制
限
』

を
う
け

る
。抑

々
市
揚

に
於
け

る
所
得

は
、
生
産
物

の
費

却

に
よ

つ
て
得

る
利
得

、
即
ち
其

の
原
費

と
便

格
と

の
差
額

か
ら
成

る
。
そ

の
結
果

、
便

格
關
係

の
競
争

は
、
凡
て

の
債

格
が
相

互
に
凡

て
の
生
産
者

に
其

の

『
個

人
的
資
格
』
並

び
に

ロ

『
濁
占

的
地
位

』

(
此

の
二

つ
の
竜

の
は
、
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
所
謂

『
制
限
』
で
あ

る
。
)

に
相
慮
す

る
所
得

シ

ユ
ム
ベ

ー

タ

ー
と

ナ
ヅ

.へ

y
ハ
イ

マ
ー
の
解

態

論

一
五

一
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一
五
二

を
獲
し

む
る
様
な
慣
格
關
係

に
立

つ
時
に
は
、
静

止
黙

に
來

る
事

と
な
る

の
で
あ

る
⑨
。

斯

く
思
考
す

る
が
故
に
、

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
、
極
限
概
念
と
し

て
の

『
準

等

の
肚
會
』

を
假
構

し
て
其
庭
に
生
ず

る
静
態
債
格
を
第

一
に

研
究
し

、
然

る
後

に
先
天
的
並

び
に
後
天
的
な

る

『
個
人
的
資
格
』

を
挿

入
し
て
そ

の
静
態
慣
格
を
修
正
し
、
更

に

叉
種

々
な
る

『
濁
占
的
地
位
』

を
拉
し
來

つ
て
そ

れ
に
大
な
る
修

正
を
加

へ
て
、
現
實

へ
の
接
近
を
試

み
て
居
る

の

で
あ

る
。

X

×

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
に
於

け
る

「
市
揚
経
濟

の
静
態

は
、
李
衡

状
態

に
於

て
職
務

を
遽
行
し

て
居
る
所

の
、
機

展

せ
る
経
濟

、
即
ち
市
場
を
中
心

に
し

て
集
中
し

て
居
る
経
濟

肚
會

の
経
濟

で
あ

る
。
そ

れ
は
、
休

止

の
状
態
で

は

な
く

、
運
動

の
状
態
で
あ

う
、
叉
観
察
期
間

の
間
に
於

て
少
し
も
與
件

の
漫
動

に
よ
る
妨
害

に
遭
遇
す

る
事

の
な

い

豊

か
な
る
函
歎

で
あ
る
㈹
。
」
人

々
は
、
静
態

を
ば
、
動
的
干
衡

に
於

て
休
止
し
て
居
る
水
量

に
喩

へ
る
。
そ

の
水
面

は
、
完
全
な
る
鏡
面

.
完

全
な

る
球
面
を
表
は
し
て
居
る
。
し
か
し
、
動
的
雫
衡

に
於

け
る
水
面

は
正
に
休

止
し
て

居

る
竜

の
で
あ

る
か
ら
、
此
の
比
喩
は
不
適
當
で
あ

る
、
と
考

へ
る
オ

ッ
ペ
ン

の
イ

マ
;
は
、
次

の
様

に
述

べ
て
居

も

へ

る
。

「
よ
う
良

い
比
喩
は
、
天
騰

の
動
的
準
衡

で
あ

る
。
即
ち
、
天
禮

は
規
則
的

に
蓮
動
す

る
、
し
か
し
そ

の
相
互

の
地
位

は
少
し
竜
愛
動
し
な

い
。
爾

ほ
是
よ
う
も
適

切
な

比
喩

は
、
列
車

の
運
韓

系
統
で
あ

る
。
部
態

は
蓮
韓
時
間



表
に

一
致
す
る
所
の
列
車

の
運
轄
ぞ

あ
ム
、
そ
の
時
間
表
と
違
ふ
蓮
韓
ば

『
故
障
』
と
し
て
動
態
に
厨
す
る
。
人

々

が
、
時
を
異
に
す
る
二
個
の
汽
車
時
間
表
を
、
そ
の
故
障
を
除
外
し
て
、
比
較
す
る
時
に
は
、

『
比
較
静
態
』
を
得

る
価
。
」

オ

ツ
ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の
静
態

に
於

て
與

へ
ら
れ

て
居

る
與
件
は

、

「
人

口

の
歎

及

び
そ

の
肚
會
的
地
位

、
從

つ
て

集
合
的
需
要
、
從

つ
て
杜
會
的
分
業

及
び
協

業

の
段
楷

、
從

つ
て
下
位
債
値

物

(
勢
働
生
産
物
)

の
生
産
及

び
分

配

の

一
定
伽
」

せ
る
事
で
あ

る
。
斯

か

る
艀
態
的
肚
會
に
於

て
は
、
生

死
は
全
膿
と
し

て
準

均
せ
ら
れ
、
人

口
の
老
若

男
女

の
別
は
正
確

に
同

一
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
資
本
家
的
経
濟
肚
會

に
於

て
は
、
尚

ほ
此

の
外

に
、
死
亡
、
老

癒

、
疾

病
等

の
π
め
に
引
退
す

る
資
本
家

・
地
主

・
勢
働

者
は
、
そ

の
瞬

間

に
、
自
分
と
同

一
階
級

に
屡
す
る
他

の

人
に
よ

つ
て
代
位

せ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(i

O
℃
℃
窪

ず
臥

日

o
び

宅

o
昌

戸

内

も

剛鼠

首

岩

津

.
い
の
》
島

.
ψ
.
や
ー

9

ま

乙

℃

。。
・
い
1

0
・

O
℃
需

ロ
炉
〇
一
ヨ
臼

・
を

臼

稗
F

丙

四
嵐

雷
与

3

印
θ
●
い
・
〉
島

い
.
い
い

山
9

℃
日
げ
8

噌
剛
。

α
自

器

冨

窪

き

貸

℃
9

三

㎝
o
冨

昌

α

ぎ

8

ヨ

す

伊

ω
ε

1

い
罫

○
℃
℃
2

ヶ
o
回目

o
び

宅

o
昌

口
・
丙

唱

津
巴

℃
H
o
訪
凶ρ

騎
●
b

口
P

。。
・
も。
轟
・

一
σ
崔

も

m
・
累

.

P

ω
ヨ

諦
F

壽

巴
子

o
h

累

緯

凶o
ロ
肋
"
<
o
ド

H
.
℃
・

圃
9

.

シ

ユ
み

ベ

ー

タ

ー
と

オ

ッ

ペ

y
ハ
イ

マ

ー
の

静

態

論

一
五
三



6

℃

(12)(】【1)(Io)(9)(8)

商

學

討

究

第

三

巻

(
上

)

O
℃
℃
o
巳
δ

叫§

o
♪

を

6
洋

冒
ロ
告

一(
頸
℃
】齢
巴

箕

o
津

曾
ド

〉
鐸
自
・
。謄
・
も9
い
●

ま

&

も

い
.

も◎
9

一
び
崔

も

ρ

轟
N
・

子

乙

6

p

轟
ω
・

一
げ
崔

も

幹

轟
Q
璽

三

0

】
五
四

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
、
経
濟

學
を
も
亦

肚
會
學

に
属

せ
し
め
て
居
る
か
ら
、
嚴
密

に
謂

ふ
と
彼

の
静
態
概

念
は

肚
會
學

の
艀
態
概
念
で
あ

る
。

し
か
し

、
事
實

、
そ

れ
は
上
述

の
諸
経
濟
學
者

の
静
態

と
解
し

て
居
る
も
の
と
同

一

で
あ

る
か
ら

、
彼

の
説
明
は
経
濟
學
者

に
と

つ
て
も
亦
興
味
あ

る
も

の
で

あ
る
。

オ

ツ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
ギ
デ

イ

ソ
グ

ス
(註
)
の
後

を
追

つ
て
噛
U
k
畠
ヨ
凶ぎ

G∩
鼠
二
ぎ

囚
ぎ
9
一パ
を
囁
別
し
尤
。
し
か

し

、
此

の
三
概
念
は
、
同

一
段
階

に
位

す
る
も

の
で
は
な
く

し
て
、
∪
図
岳
8
涛

は
-ω
舞

貯

と

器

コ
。齢貯

と
を
包
擾

し
、
o∩
聾

罪

と

囚
一ま
寿

と
が
相
集

つ
て

U
図
舞
ヨ
汗

を
登
生
せ
し
め
る
の
で
あ

る
ω
。

(
註
)

ギ

デ

y
グ

ス
に
次
の
様

に
述

べ
て
居

る
。

「
U
鴇
冨
巨

。
ψ

は
物
理
學

と
同
延

で
あ

つ
て
、

そ
の

一
部

内

で
に
な

い
◎

そ
れ
に

、
蓮
動
及

び
抵
抗

に
關
す

る
汎
ー9
ろ
研
究

な
包
含
し

て
居

ろ
。
o亀
言
仲冨

に

身

§

三
$

の

一
部

内
で
あ

つ
て

、
そ
れ
と
同

位
に
在

る
も
の
で
11
な

い
。

そ
れ
は

、

率
及

び
方

向
に
於

て
愛
動
す

ろ
事
の
な

い
蓮
動
及

び
抵
抗

に
■關
す

る

汎
ゆ
う
研
究

、
從

つ
て
叉
墜
動

し
な

い
と
思
に
れ

る
機
能

並
び

に
.構
造

に



關
す

ろ
汎
ゆ

う
研
究
な
包
含

し
て
居

ろ
o

身

欝

且

o
い

の
も
う

一
つ
の
部
内
に

円
冒
。
け凶霧

で
あ

ろ
。

そ
れ
は

、
傘

叉
は
方
向

、
或

ひ
に

そ
の

爾
者

に
於

て
機
動

す

ろ
蓮
動

に
關
す

ろ
汎
ゆ
る
研
究

、
從

つ
て
叉
機
能
並

び
に
購
造

の
修

正

・
愛
動
及

び
愛

遜

に
關
す

る
汎
ゆ

ろ
研
究

葎
包
含

し
て
居

る
。
」
(O
乙
象
ロ
鵯
矯
国
貯
9
冨
o
切
o
h
曽

9
9
0
題

・
℃
・
い
Q。
・)
而
し
て
、
「
眼
指
す

所
に

、
降
p
帥げ

碧

自
昇
ぎ
巴

o
℃
門ぎ
o
昼

霧

の

昌
三
ぽ
o
。・
冨

で
あ

ろ
o
此

の
綜
合

が
得

ら
れ

る
ま
で
は

、
進
化
的

現
象

に
關
す

る
具
髄
的

科
學

の

身

葛
§
8

夢
o
o
曙

は

不
完
全

な
も
の
で

あ
ろ
o
」
(ま

畠
●"

℃
・
9

.)

オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の

も∩
韓

貯

は

、
ク
ラ

ー
ク
若
し
く

は

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
に
於

け
る
と
同

一
の
問
題
、
即
ち
手

衡
状
態

の
確

立
と
言
ふ
問
題
を
持

つ
て
居

る
。
彼

は
、
斯

か
る
卒
衡

状
態

を
ば

『
動
態

的
』
と
名

付

け
π
。
と

言
ふ

の
は
、
彼

の
静

態
は
輩

に
動
態

の

一
下
位
部
外

力
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
静
態
的
平
衡
状
態
と
動
態

的
卒

衡
状
態
と
は
結
局
同

一
の
も

の
と
な

る
の
で
あ

る
。
固

よ
う

「
静
態
と
動
態

と
は
、
同

一
縄
瞼
勢
象
か
ら
生
ず

る
二

個

の
異
別
な
き
抽
象
度
で
あ

る
②
」

か
ら
、
上
に
述

べ
た
様

な

オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
見
解
が

生
ず

る
の
は
當
然

の

事
で
あ

る
。
蓋

し
、
下
暦

の
概
念

、
下
位

の
抽
象

度
、
即
ち
動
態

の
中

に
は
、
上
層

の
概

念
、
上
位

の
抽

象
度
、
即

ち
静
態

の
中

に
於

け
る
と
同

一
の
概
念
内
容

の
存
す

る
事

は
、
論
理
的
に
必
然
な
事

で
あ

る
。

次
に
、
彼

の

国
一5
。穿

は
與
件

の

一
定

の
採
ら
れ

て
居
な

い
経
濟
で
あ

る
。
而
し
て

囚
ぎ
oけ涛

の
理
論

は
、
斯

か

る
條
件

の
下

に
於

て
経
濟
的
現
象

を
記
述

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

「
り∩
翼

貯

は
汎
ゆ

る
與
件

が
憂

動
す
る
事

な
く

同

一
で
あ

る
と
言
ふ
前
提

の
下

に
於

け

る

倒
導

汀
ま

昌
で
あ
う
、
囚
凶壼
包
《

は
與
件

が
憂
動
す

る
と
言

ふ
前
提

の
下

シ

ユ
ム
ベ

ー

タ

ー
と

オ

ツ

ペ

y

ハ
イ

マ
ー
の
静

態

論

一
五

五



商

學

討

究

第

三
巻

(
上
)

一
五
六

に

於

け

る

舅
=
鼻

ま

昌

で

あ

る

91
。
」
斯

く

て

、

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
L
は

、

同

一
の

劉

象

に
就

い

て

二

個

の

『
状

態

』

を

持

つ
事

と

な

め

、

而

し

て

、
ω
§

岸

及

び

丙
ぎ
・
ニ
パ

の

理

論

は

、

此

の

二

個

の
状

態

を

研

究

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
の

で

あ

る

。

斯

く

て

、

彼

が

U
団
轟

ヨ
寿

と

名

付

け

て

居

る

所

の
も

の

は

、

上

述

の

も∩
け9
ユ
犀

及

び

昏

・μ。
二
犀

の

綜

合

に

外

な

ら

臓

。

即

ち

、

QQ
韓

斧

及

び

囚
ぎ
。
叶貯

は

、

U
楓
轟

ヨ
斧

の
下

に
属

す

る

概

念

で

あ

つ

て

、

決

し

て
そ

れ

と

同

位

に

あ

る

竜

の

で

は

な

い
の
で

あ

る
㈲
。

是

は

全

く

前

述

の

ギ

デ

イ

ン

グ

ス
の

見

解

を

踏

襲

せ

る
も

の

に

外

な

ら

な

い
。

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の

言

ふ
所

を

聴

く

と

、
「
観

察

は

、
∪
琉
轟

ヨ
罪

即

ち

説

明

せ

ら

る

べ
き

眞

實

の

全

過

程

か

ら

登

足

し

て

ω
δ
沖
寿

に

到

達

す

る
。

そ

し

て

、

そ

乙

か

ら

内
ぎ
・
梓
寿

に

行

く

。

斯

く

て

、

最

後

に

、

是

等

二

個

の
計

算

に

よ

つ

て

、
U
)、蕾

ヨ
斧

を

ば

全

膿

と

し

て

説

明

す

る
事

が

出

來

る

の
で

あ

る
⑤
。
」

斯

く

の
如

く

、

Q。
憂

貯

と

囚
ぎ
。
梓貯

と

の
綜

合

が

∪
図
轟

ヨ
貯

で

あ

る

と

言

ふ

オ

ツ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー

の
考

に

は

、

論

理

的

に

は

抗

議

の
鯨

地

が

な

い
。

自

然

科

學

允

る

力

學

(U
峯

9
ヨ
寿
)
は

、
静

力

學

(ω
韓

一オ
)
と

動

力

學

(霞

コ
。
叶
寿
)

と

の
綜

合

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

、

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の

名

繕

付

與

が

適

切

な

ウ

や

否

や

に

就

い
て

は

疑

問

を

さ

し

は

さ

む

鯨

地

が

大

い
に

あ

る

。

第

一
に

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ

ー
の

U
図
奉

∋
寿

と

言

ふ

術

語

は

『
肚

會

學

』

な

る

名

稻

の
代

う

に

用

ひ
ら

れ

π

も

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

不

要

で

あ

る
。

『
具

實

の
全

過

程

』

即

ち

U
峯

p
ヨ
寿

(
オ

ッ

ペ

ン



露

ハ
ー

マ
ー
に
於

け
る
)
は
、
研
究

の
封
象
と
な

つ
て
居
る
所

の

『
説
明
せ
ら

る
可
き
眞
實

の
全

過
程
』

を
特
質
付

け

る
所
の
名
稽

、
例

へ
ば
肚
會
學
者

た
る
オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
に
在

つ
て
は

『
肚
會
學
』
、

経
濟
學
者
に
在

つ
て
は

『
経
濟
學
』

な
る
名
稽
を
以

て
表
現

せ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第

二
に
、
図
言
o
ユ
パ

な

る
名

稻
を
塵

止
し
て
、

そ
れ

に
代

る

U
巻
p
ヨ
詳

な
る
名
稻

を
以

て
す

る
な
ら
ば
、
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
考

へ
方
も

、
從
來

の
縄
濟
學
者

の
静
態

(o。
§

凶訂
)
動
態

(U
巻

①
∋
=
《)
概
念
と
殆

ん
ど
異

る
所
が
な

い
事

を
登
見
す

る
で
あ

ら
う
。

(5)(4)(3)②(1)

O

℃
℃
2

げ
〇
一ヨ

①
5

QD
鴇
玲

o
ヨ

山
o
『

こo
o
N
一〇
一
〇
σq
一
ρ

囲

寓

9⊃
一
σ
げ
山
.

血
o
ψ

目

】W
翁

'

ω
●

コ

聖

Qo
葺
o
昌
o
び

ω
3

二
貯

ロ
・

U

管

9。
含

ざ

ω
.

占

↑

O

℃
℃
o
昌
穿
〇
一巨

9

℃

p

pユ
・

ρ

。。
・

刈
轟
.

一
σ
言

も

ψ
・

『
圓
.

さ

崔

・「

。・
.

胡

.
終

章

シ
ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
の
言
ふ
所

に
よ

る
と
、
静
態

的
観
察
法

か
ら
出
登
す

る
事

は
、
本
道

か
ら
甚

し
く

か
け
離

れ
π

竜

の
で

は
な

い
が
、

「
π

讐
、
静
態

の
限
界
及

び
個

々
の
特
徴

に
關

し
て
は
、
今
術

ほ
疑
問

の
登
生
し
得

る
鯨
地
が

あ

る
ω
」

の
で
あ

る
。
吾

々

の
記
述
す

る
所

の
も

の
は
、
簡
輩
な
も

の
か
ら
複
雑

な
も

の

へ
、
抽
象

か
ら
具
燈

へ
、

シ

ユ
ム
ペ

ー

タ

ー
と

オ

ツ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の
静

態

論

一
五

七

●



■

商

學

討

究

第
三
巻

(
上
)

一
五
八

即
ち
、
種

々
の
諸

規
定

の
捨
象

せ
ら
れ

て
居
る
も
の
か
ら
次
第

に
そ
れ
ら

の
規
定

を
具
備
す

る
と

こ
ろ

の
具
燈
的
な

る
竜

の

へ
と
、

一
歩

々
々
向
上
す

る
事

に
よ

つ
て
、
表
面

的
な

る
現
象

形
態

に
、
即
ち

『
現
實
』
に
接
近
し

て
行
く

も

の
で
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
然
ら
ば
、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
及

び
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
静
態
概
念
は
、
果
し

て
良

く
斯
か
る
任
務
を
遽
行
す

る
π

め
の
補
助
手
段

と
な
う
得

る
で

あ
ら
う
か
。

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
の
静
態

も
、
從

つ
て
又

オ

ツ
ペ

ン

ハ
イ

マ
!
の
静
態
も

、
事
實

上
、
ク
ラ

ー
ク
其

の
他

の
そ
れ

と
相
異

る
と

こ
ろ
が
勘
く
な

い
。
唯

、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
は
、
極

め
て
観
念
論
的

に
、
驚
く

可
き
論

理
の
精
緻

を
以

て
、
静

態

を
規
定

し
た
。
け
れ
ど
も

、
結
局

、
彼

の
静
態

は
個
人
経
濟
的

の
も

の
に
停
滞
し

て
居
π
。

そ

の
黙

に
於

て
、
彼

は
先
づ
致

命
傷

を
蒙
ら
ざ
る
を
得

な

い
。
そ

れ
は
、
主
観
學
派
共
通

の
僑

み
で
あ

る
。

「
彼
等

は
、
経
濟
そ

の
も

の
を
彼
等

の
親
野
か
ら
除

外
す

る
事

に
よ

つ
て
、
経
濟
事

象

の
理
論

を
建
設
せ
ん
と

試

み
π

の
で
あ

つ
カ
。
経
濟

的
又

は
肚
會
的
關
係

を
ば
そ

の
出
登

黙
と

せ
ず
に
、
彼
等

は
、
出
登
黙

と
し

て
、
人
間
と

事

物
と

の
間
に
於
け
る
個
人
的
關
係
を
撰

ん
だ

。

彼
等

は
、
此

の
個
人
的
關
係

を
ぱ
、
心
理
學
的
見
解

か
ら
し

て
、
自
然
的

に
し
て
且

つ
不
愛
的
な

る
法

則
に
從

ふ

所

の
關
係
と

し
て
認

め
る
。

彼
等

は
、
そ

の
肚
會
的
限
定

性

に
於
け
る
生
産

を
無

親
す
る
。
そ

し
て
、
経
濟
事
象

の
法
則
的
進
化

の
観

念
は
、

触



彼
等
の
想
ひ
到
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。

斯
か
る
経
濟
理
論
は
、
経
濟
學

の
撤
贋
を
意
味
す
る
㈲
。
」

斯
く

て
、
主
観
學
派
は

『
経
濟
學

の
自
殺
』
を
遽
行
し
π
も

の
と
謂
は
れ
て
も
致
方
が
な
い
で
あ
ら
う
。

ヘ

ヘ

へ

此

の
黙

に
關
し

て
は
、
肚
會
的
経
濟
關
係

に
重
き
を
置
く

オ
ツ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
採

つ
π
方

向

の
方
が
正
し

い
、

ヘ

へ

と
言
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然

れ
ど

も
、
そ
れ
は
方
向

に
於

て
正
し

い
の
み
で
あ

つ
て
、
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー

の
静
態
概
念
も

、

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
其
他

の
そ

れ
と
同
じ
標

に
、
術
ほ
先
験
的

性
質

を
有
す

る

一
の
虚
構

π
る
に
止

ま

る
。
彼
等

の
先
験
的

に
規
定

せ
る
静
態

の
姿

は
、

一
の
観
念

論
的
産

物
に
外

な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
徹
底

せ
る
論

理
的
過
程
で

は
あ

る
が
、
π

讐
そ

れ
丈
け
に
止
ま

う
、
大
切
な

る
歴
史
的
過
程
を
全
然
無
視
し

て
居
る
。
そ

乙
に
、

吾

々
は
、
根
本
的
な

る
致

命
傷

を
見

る
。

・

吾
が
経
濟
學

の
研
究
劃
象

と
な

る
竜

の
は
、
歴
吏
的

に
限
定

せ
ら
れ
た
る
外
的
経
濟

現
象
と
言

ふ

『
事
實
』
、

即

ち

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
の
所
謂

『
眞
實

の
全
過
程
』
で
あ

る
。
既

に
、
事
實
が
與

へ
ら

れ
て
居
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を

『
抽
象

力
』

に
よ

つ
て
分
析
す

る
。
此

の
分

析
は
、
統

一
的
な

る

『
現
實
』
を
分
解
し

て
、
そ

の
矛

盾
に
満

ち
π
る

構
成
分
子

を
認
識

せ
ん
と
す

る
辮
謹
法
的
特

徴
を
有
す

る

も

の

で

あ

る
。
即
ち
、

「
研
究
と

は
、
材
料
を
項
末

に

至

る
ま

で
占

有
し
、
そ

の
材
料

の
種

々
な

る
登
展
形
態

を
分
析
し
、
そ

の
形
態

の
内
的
紐
帯

を
探
し
出
す

之
と
で
あ

シ

ユ
ム

.へ
ー

タ

ー
と

オ

ツ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の

静

態

論

一
五
九
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】
山心
Q

る

。

此

の
仕

事

が

完

成

し

π

後

、

は

じ

め

て
現

實

の

蓮

動

は

適

鷹

的

に

叙

述

さ

れ

得

る

、
斯

か

る

叙

述

が

成

し

途

げ

ら

れ

、
今

や

材

料

の

生

命

が
観

念

的

に

反

映

し

て
來

る
様

に

な

れ

ば

、

そ

れ

は

如

何

に

も

先

験

的

構

成

を

以

て

駕

さ

れ

π

も

の

＼
榛

に

見

え

る

か

も
知

れ

な

い
③
。
し
し

か

し

、

そ

れ

は

、

決

し

て

先

鹸

的

な

も

の

で

は

な

い
。

叙

述

の

外

的

形

式

か

ら

剣

断

す

る

と

、

そ

れ

は

観

念

論

的

に
見

え

る

で

あ

ら

う

が

、

「
勿

論

、

叙

述

の

方

法

は

、

形

式

的

に

は

、

研

究

方

法

と

旺

別

せ

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
も

の

で

あ

る
ω
」

か

ら

、

そ

の
研

究

方

法

に

着

目

す

る

と

、

そ

れ

は

實

在

論

的

の

竜

の
で

あ

つ
て

、

決

し

て
観

念

論

的

の

も

の
で

は

な

い

の

で

あ

る

。

斯

か

る
研

究

方

法

を

詳

論

す

る

事

は

、

此

の
論

文

の
範

園

外

に
横

は

ム

、

別

箇

の

研

究

に

譲

ら

る
可

き

も

の
で

あ

る

。
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